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高度衛生管理基本計画 

１．地区名 

  焼津地区 
 
２．地域の現況 

都道府県名 静岡県 関係市町村名 焼津市 
地域の特徴  
焼津市は、静岡県の中部に位置する人口約 14万人の市で、古くから水産業が盛んで、「遠洋漁

業のまち」、「水産加工業のまち」として全国的に知られている。焼津市は、関東と関西を結ぶ東

海道のほぼ中央にあるため、東名高速道路の焼津インターチェンジを利用すれば、関東、中京、

阪神地方などの大消費地にわずか数時間でアクセスできる好立地にある。焼津漁港は、都市型漁

港として焼津市街地の海岸線全域を覆う広大な漁港区域を有しており、遠洋漁業を中心に栄えて

きた「焼津地区」と、沿岸・沖合漁業の拠点である「小川地区」の２地区で形成され、背後市街

地はかつお節を中心とした水産加工業が栄え、かつお供給基地として重要な役割を果たしてい

る。 

焼津の漁業は、江戸時代よりすでにかつお釣漁業の形態を備えており、カツオの漁獲量が多い

ため、生で食べきれないカツオの保存技術が発達し、1700年には鰹節の製造が行われていた。明

治 41年の石油発動機付漁船の建造後、漁船は年とともに大型化し、昭和６年以降、鋼船の大型

かつお漁船の進水が相次ぐとともに、船の大型化や冷凍・冷蔵技術の発達により、漁場を南洋海

域まで広げるようになった。昭和になると、輸出商品としてマグロの缶詰や冷凍品の需要が高ま

り、焼津漁港周辺にはマグロやカツオの缶詰工場や加工工場が林立するようになった。 

このような情勢のもと、国の施策として、昭和 14 年に焼津漁港の整備が着手され、昭和 26 年

に漁港指定を受けて漁港整備の工事が進められた。昭和 44 年に隣接する第３種小川漁港を合併

し、都市開発事業により造船所を小川地区埋立地に集約し造船団地が形成された。第４次漁港整

備計画（昭和 44 年～）より大型船泊地に対応した外港整備に着手し、第７次漁港整備計画（昭和

57年～）より新屋埠頭の建設、第８次漁港整備計画（昭和 63年～）より新屋埠頭に隣接した新外

港を計画し遠洋漁業・流通加工拠点漁港として整備を進めた。第９次漁港整備計画（平成６年～）

では、焼津・小川地区一体化のための埋立て造成が進められ、平成 13年度までに新屋・城之腰地

先の埋立てが完了し、新市場の整備とともに新港への機能移転が徐々に進められた。平成 22年度

に外港に－９ｍ岸壁が完成し、新港には最新の効率的な陸揚げ設備と先進的な衛生設備を備えた

荷さばき所、－65℃の超低温冷凍倉庫などが整備され、日本の漁業、特に遠洋漁業の中心的な役割

を果たしている。 

城之腰地先の埋立地には、平成 13年に「駿河湾深層水取水施設」、平成 16年に「深層水ミュー

ジアム」、平成 18 年に海洋深層水体験施設「アクアスやいづ」、平成 19 年に物販施設「うみえー

る焼津」、平成 21年に親水広場「ふぃしゅーな」がオープンするなど、周辺住民の憩いの場や観光

客の集客施設が形成されている。 
水産業の役割  

焼津漁港の水揚量は平成14年から17年までの４年間は全国１位で、平成18年から現在に至るま

で水揚量は全国第２位を維持しており、特にカツオ、マグロは我が国の取扱量の中で高いシェア

を占めている。平成25年の水揚量及び取扱金額は、焼津地区で152,158t、41,274百万円、小川地
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区で15,828t、1,674百万円であり、焼津漁港全体で、167,986t、42,948百万円である。 

古くから水産業の盛んな当地区には、陸揚げされた漁獲物を地元で大量に購入する水産加工業

者が集積していること、また、東西の大都市圏から近距離であるため、陸揚げされた鮮度の高い

漁獲物を短時間で供給可能という地理的な優位性から、買受人等の流通業者の活動が非常に活発

に行われている。このような背景から焼津市の工業品出荷額の約１/４が水産食料品で占められ

ており、水産加工業は、漁業、水産業と共に発展してきた当市の地域経済に重要な役割を果たし

ている。 

焼津鰹節水産加工業協同組合では、「焼津鰹節」を商標登録しており、焼津市で生処理・煮

熟・焙乾製造し、鰹仕上節・鰹荒仕上節・鰹荒節のブランド認定基準を満たしたものを「焼津鰹

節」として販売している。また、それらの鰹節を原料として加工した、削り節・粉末調味料・液

体調味料・その他派生商品にも「焼津鰹節」のブランド認定マーク表示を許可している。これら

のブランドに、焼津漁港における高度衛生管理の取扱いを加えることにより、更なる他地域との

差別化を図っていく。 

また、全国有数の遠洋・沖合漁業の基地としての水揚量を誇る焼津漁港は、静岡県内はもとよ

り、日本全国の食卓に新鮮な漁獲物を安定的に供給し続けるという大きな役割を担っている。 
 
漁港名：焼津漁港 種別：特定第３種 所在地：静岡県焼津市 

市場取扱量:167,986ｔ（H25年） 取扱金額：42,948百万円（H25年） 

属地陸揚量:168,941ｔ(H25 年) 属人陸揚量：99,973ｔ(H25年） 属地陸揚金額:42,494 百万円

（H25年） 登録漁船数: 125 隻（H25年） 利用漁船数：340隻（H25年） 

市場取扱量・金額については焼津漁港統計書（静岡県焼津漁港管理事務所）、その他数値については港

勢調査（H25）を基に作成 

 
３ 高度衛生管理の基本方針等 

高度衛生管理の基本的な考え方  

＜焼津漁港で衛生管理を行う重要性＞ 

焼津漁港の水揚量は平成18年から現在に至るまで水揚量は全国第２位を維持しており、特にカ

ツオ、マグロは我が国の取扱量の中で高いシェアを占め、水産加工業者や流通業者の活動が非常

に活発で、高度衛生管理に伴う水産物の品質向上は、漁業、水産業と共に発展してきた当市の地

域経済に大きな影響を与える。焼津鰹節水産加工業協同組合では、「焼津鰹節」を商標登録して

いる。焼津市で生処理・煮熟・焙乾製造し、鰹仕上節・鰹荒仕上節・鰹荒節のブランド認定基準

を満たしたものを「焼津鰹節」として販売しており、高度衛生管理による品質向上は他地域のブ

ランドものと差別化を図ることができ、地域経済を支える水産加工業の振興に寄与する。 

＜本計画における高度衛生管理とは＞ 

本計画における「高度衛生管理」とは、取扱う水産物について、陸揚げから荷さばき、出荷に

至る各工程において、生物的、化学的あるいは物理的危害を分析・特定の上、危害要因を取り除

くためのハード及びソフト対策を講じるとともに、取組の持続性を確保するための定期的な調

査・点検の実施及び記録の維持管理と要請に応じた情報提供を可能とする体制を構築すること

で、総合的な衛生管理体制の確立を目指すものである。 
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＜高度衛生管理導入の対象エリアと対象水産物＞ 

■対象エリア 
焼津漁港においては、取扱魚種によって、以下のように対応荷さばき所が決まっている。 

・海外まき網漁船 ‥‥‥‥‥ 外港荷さばき所（第２、第５、第６バース荷さばき所） 

・遠洋かつお一本釣漁船 ‥‥ 新屋荷さばき所 

・遠洋まぐろ延縄漁船 ‥‥‥ 解凍・鮮魚荷さばき所 
・沿岸漁船・陸送物 ‥‥‥‥ 解凍・鮮魚荷さばき所 

・棒受網漁業・まき網漁業 ‥ 小川荷さばき所 
焼津漁港で衛生管理対策を行う対象エリアは、これらの荷さばき所において陸揚げから搬出ま

での一連の作業を行う範囲とし、水産物に異物が混入しないよう、あるいは、付着した細菌等が

増殖しないように、魚種や陸揚げ形態に応じて高度な衛生管理を実施していく。 
 
■対象水産物 

 高度衛生管理の対象となる水産物は、魚市場で扱われる全ての水産物であり、冷凍カツオ・マ

グロ、鮮魚等である。 
 
＜高度衛生管理対象範囲の現況＞ 

 焼津漁港には、外港荷さばき所、新屋荷さばき所、解凍荷さばき所、鮮魚荷さばき所及び小川

荷さばき所がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【外港荷さばき所】 
主な魚種は海外まき網漁船で陸揚げされる冷凍カツオである。入札は見本セリで行われるた

め、岸壁・荷さばき所で行われるのは選別・搬出作業だけである。岸壁に入場したトラッククレ

ーンを使って船艙の冷凍カツオを受台に陸揚げする。受台からはベルトコンベアによって荷さば

き所内に搬送され、魚種やキズ物は人が選別し、規格については機械で自動選別する。規格選別

後はベルトコンベアの排出口から魚函を載せたトラックに直積みするか、魚函で受けて冷凍カツ

オの入った魚函をフォークリフトで搬出トラックに積み込む。搬出後は冷蔵庫に一度保管され、

主にかつお節を始めとする加工原料用として地元加工業者に出荷され、鮮魚用としては 3 大都市

圏を中心に全国へ流通する。 
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【新屋荷さばき所】 
主な魚種は遠洋かつお一本釣漁船で陸揚げされる冷凍カツオ・マグロである。陸揚げから搬出

までは外港荷さばき所と同じ作業形態で、新屋－7.0ｍ西岸壁で行われる。陸揚げした魚の大部

分が鮮魚用として３大都市圏を中心に全国へ出荷され、残りはかつお節を始めとする加工原料用

として地元加工業者に出荷される。 

【解凍荷さばき所】 
主な魚種は遠洋まぐろ延縄漁船で陸揚げされる冷凍マグロである。城之腰－7.0ｍ南岸壁で陸

上クレーンによって陸揚げされた冷凍マグロは保冷車で超低温冷蔵庫に搬送される。超低温冷蔵

庫から再度保冷車で搬送された冷凍マグロは閉鎖型で衛生管理された解凍・鮮魚荷さばき所（解

凍側）でセリが行われ、地元加工業者と地元小売店を中心に全国へ流通する。 

【鮮魚荷さばき所】 
城之腰－5.5ｍ北岸壁で陸揚げされた鮮魚と周辺漁港から陸送された鮮魚は閉鎖型で衛生管理

された解凍・鮮魚荷さばき所（鮮魚側）でセリが行われ、地元加工業者と地元小売店を中心に県

内へ流通する。 

【小川荷さばき所】 
主な魚種は棒受網漁船やタモすくい網漁船、まき網漁船で陸揚げされるサバ、イワシ、アジ

の他、定置網漁船のブリ、沿岸小釣漁業のタチウオ、タイである。多獲性魚は漁船のクレーンを

使って受台に陸揚げされ、自動選別機や人が選別してタンクや魚函に詰め、そのまま荷さばき所

内で陳列・セリが行われる。小川地区の売場で取扱うサバ、イワシ、アジは鮮魚で流通する他、

小川地区の冷蔵施設に保管、その後は加工原料として利用する。イワシは沖合漁業の餌料として

も利用する。 
 

 

問題点  
焼津漁港の陸揚げから荷さばき、出荷の各段階において、衛生管理上、水産物への危害が懸念

される問題点は以下のとおりである。 

【外港荷さばき所（第２・第５バース荷さばき所）】 
① 戸外の塵や土埃等の異物混入の問題 

大量の漁獲物を迅速、効率的、衛生的に荷さばきするため、陸揚げとベルトコンベアによる

選別を行い、速やかに搬出する荷さばき所であり、水産物の長時間の滞留はないが、荷さばき

所内の床が戸外と区別されていないため、戸外の塵や土埃が風で場内に運ばれ、水産物に異物

が混入するおそれがある。 
② 車両からの異物混入の問題 

現在の荷さばき所が屋根と柱しかない開放型であり、車が自由に荷さばき所内に入り込むこ

とができるため、排気ガスや車のタイヤに付着した異物が水産物に混入するおそれがある。 
③ 人からの異物混入の問題 

現在の荷さばき所は人が自由に入ることができるため、長靴に付着した異物等が水産物に混

入するおそれがある。 
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④ 鳥による汚染の問題 
荷さばき所は屋根と柱しかない開放型であるため、荷さばき所の休場中に荷さばき所や機材

の上に鳥が止まり、ベルトコンベアや選別機に鳥糞が付着し、水産物に異物が混入するおそれ

がある。また、作業中も鳥類が水産物を口先でついばみ、衛生的でなく、品質が悪化する。 
⑤ 木製受台の使用による問題 

受台が木製であるため、木材の切りくず等が水産物に混入するおそれがある。 

【外港荷さばき所（第６バース荷さばき所）と新屋荷さばき所】 
① 鳥による汚染の問題 

荷さばき所は、腰壁と高床式によって車と人の入場制限はされているが、鳥類は自由に進入

できるため、荷さばき所の休場中に荷さばき所や機材の上に鳥が止まり、ベルトコンベアや選

別機に鳥糞が付着し、水産物に異物が混入するおそれがある。また、作業中も鳥類が水産物を

口先でついばみ、衛生的でなく、品質も悪化する。 
② 木製受台の使用による問題 

受台が木製であるため、木材の切りくず等が水産物に混入するおそれがある。 
 

【解凍・鮮魚荷さばき所】 
① 人からの異物混入の問題 

衛生管理に対応した完全閉鎖型の荷さばき所である。使用される車両は専用電動フォークリ

フトであり、長靴洗浄槽等も整備されているため、適切に運用がなされれば水産物に異物が混

入するおそれはない。今後は、ソフト対策の徹底等により施設が適切かつ継続的に運用される

ことが課題である。 
 

【小川荷さばき所】 
① 人・車両等からの異物混入の問題 

荷さばき所が屋根と柱しかない開放型であり、高床式となっているものの進入路があり、車

や人が自由に荷さばき所内に入り込むことができるため、水産物を取扱う荷さばき所内に車の

タイヤや長靴に付着した異物が持ち込まれるおそれがある。 
② 鳥による汚染の問題 

荷さばき所は屋根と柱しかない開放型であるため、荷さばき所の休場中に荷さばき所やコン

ベア・選別機・タンク・魚函の上に鳥が止まることから、機材に鳥糞が付着し、水産物に異物

が混入するおそれがある。また、作業中も鳥類が水産物を口先でついばみ、衛生的でなく、品

質も悪化する。荷さばき所には屋根があるが、岸壁エプロンと反対側の出荷側には、屋根が無

く、日射による温度上昇や鳥糞の落下が懸念される。また、荷さばき所は鉄骨構造であり、築

23 年を経過して錆が発生しているため、水産物に錆が混入するおそれがある。 
 

対応方針  

＜焼津漁港の衛生管理の対応の方向性＞ 

焼津漁港の高度衛生管理対象範囲における、陸揚げから荷さばき、出荷に至る各工程におい

て、生物的、化学的あるいは物理的危害を分析・特定の上、危害要因を取り除くためのハード及
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びソフト対策を講じるとともに、取組の持続性を確保するための定期的な調査・点検の実施及び

記録の維持管理と要請に応じた情報提供を可能とする体制を構築することで、総合的な衛生管理

体制の確立を目指す（漁港における衛生管理基準のレベル３ を目指す）。 

対策に当たっては、外港荷さばき所（第２、第５、第６バース荷さばき所）、新屋荷さばき

所、解凍・鮮魚荷さばき所及び小川荷さばき所に対して、それぞれ対応を検討した。 

■外港荷さばき所 

海外まき網漁業を対象とした外港荷さばき所については、陳列・セリが行われず、選別と搬出

作業のみが行われる。陸揚げ後はベルトコンベアにより迅速に搬出されることから、腰壁と防鳥

施設等により危害を防ぐ形で、衛生管理を行うものとする。この、腰壁と防鳥施設で囲まれて高

床式となっていることにより危害を防いでいるエリアを高度衛生管理エリアとする。 

整備順序としては、まず第５及び第６バース荷さばき所について、高度衛生管理対策を進め、

その実施状況を踏まえて、第２バース荷さばき所の高度衛生管理対策を進め、漁港全体の衛生管

理向上に取り組むものとする。 
■新屋荷さばき所 

遠洋かつお一本釣り漁業を対象とした新屋荷さばき所も、外港地区と同様に選別と搬出作業が

行われる荷さばき所である。すでに腰壁の付いた高床式の荷さばき所が整備されているため、不

足している防鳥対策（防鳥施設）とソフト対策により衛生管理を行うものとする。 

■解凍・鮮魚荷さばき所 

城之腰地区にある解凍・鮮魚荷さばき所は、閉鎖型荷さばき所が整備済みであり、高度な衛生

管理に対応した施設整備がなされているため、今後は入場後の人の出入りをチェックするソフト

対策を中心に衛生管理を行うものとする。 

■小川荷さばき所 

小川荷さばき所は、老朽化している施設を適宜補修しつつ、ソフト対策の徹底により衛生管理

を行うものとする。 
 

＜焼津漁港の衛生管理の基本方針＞ 

焼津漁港の高度衛生管理荷さばき所の基本方針は以下の通りである。 

【外港荷さばき所（第２・第５バース荷さばき所）】 
① 戸外の塵や土埃等による汚染の防止 

荷さばきエリアでは陳列・セリは行われず、選別と搬出作業が行われるため、「選別エリア」

と「搬出エリア」に区分し、その境界には壁を設ける。岸壁で受台に陸揚げされた冷凍カツオ

は、「選別エリア」内のベルトコンベアにより選別され、「搬出エリア」につながる搬出口に運搬

される。「選別エリア」内では、冷凍カツオは陸揚げ後、高さのあるベルトコンベア上を迅速に

搬出されるため、陳列・セリ等のように一定時間水産物が荷さばき所内に滞留することはなく、

荷さばき所に置かれている時間は極めて短い。また、塵や土埃を巻き上げる風は腰壁で遮ること

ができ、仮に荷さばき所内に塵や土埃が入った場合もベルトコンベア上は床から高さがあるた

め、床からの汚染はない。したがって、冷凍カツオの選別作業だけが行われる高度衛生管理エリ

ア内へ塵や埃等が入り込むことについては、腰壁の設置により防止することとする。 
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② 車両の進入禁止 

「選別エリア」については高床式とし、車両の進入を防ぎ、排気ガスの影響を受けないよう

にする。搬出については、ベルトコンベアから直接トラックに積み込まれるものと魚函に入れ

られてフォークリフトでトラックに積み込まれるものがある。このため、日射防止・雨混入防

止のため、搬出エリアを屋根で覆うものとする。 
「搬出エリア」では、ベルトコンベアから水産物が吐出される場所に搬出トラックを配置し

て水産物を吐出口から直接トラックに積み込む、あるいは、選別エリアで水産物を入れた魚函

をフォークリフトで搬出トラックに積み込む。水産物を積み込む際は、搬出トラックのアイド

リングはストップするとともに、水産物を入れた魚函をトラックに積み込むまでに時間がある

場合は「選別エリア」内に置くか、同等の衛生環境の場所に置く。 
③ 人の進入の管理 

人の入場は専用の出入口からのみとし、出入口に専用扉及び手洗い・足洗い場を設置する。 

④ 鳥の進入対策 

腰壁と天井（屋根）の間には、防鳥施設等を敷設する。 

⑤ 受台への木製以外の材質の使用 

受台はステンレス製など、水産物に異物が混入しない材質のものを使用する。 
 

【外港荷さばき所（第６バース荷さばき所）、新屋荷さばき所】 
① 鳥の進入対策 

腰壁と天井（屋根）の間には、防鳥施設等を敷設する。 

② 受台への木製以外の材質の使用 
受台はステンレス製など、水産物に異物が混入しない材質のものを使用する。 
 

【解凍・鮮魚荷さばき所】 
① 人の進入の管理 

入場後の人の出入りをチェックするソフト対策を中心に衛生管理を行う。 
 

【小川荷さばき所】 

① 人・車両の進入管理 
現在の荷さばき所は老朽化しているものの、構造としては高床式で車や人の制限をできる構

造になっているため、進入路の管理を徹底させるなどソフト対策により衛生管理を行う。 
② ソフト対策による衛生管理 

また、陸揚げの多くは、タンクや魚函、魚箱に入ったものが多く、タンクや魚函、魚箱に蓋

を設けることで水産物への異物の混入を防ぐ。老朽化している施設については適宜補修すると

ともに、ソフト対策により衛生管理を行う。 
 

【共通】 
① 衛生管理の順守体制の構築 

各荷さばき所の陸揚げ形態に応じて作業マニュアルを作成し、チェックリストで点検するこ

とにより、高度衛生管理を遵守し、記録を保持・公開できる体制を整える。 
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高度衛生管理を実施するための体制の構築  
焼津漁業協同組合では、平成 17 年 11月に、「地方卸売市場 焼津魚市場における物品の品質管

理の方法」を以下のように定め、水産物の品質管理の高度化に努めてきた。 

１ 施設の取扱品目 

２ 施設の設定温度と温度管理に関する事項 

３ 品質管理の責任者の設置及び責務に関する事項 

４ その他卸売の業務に係る物品の品質管理の高度化を図るために必要な事項（荷さばき所ご

と） 

・ 市場施設内搬入までの管理（出荷者） 
・ 市場施設外搬出の管理（買受人他） 
・ 市場施設内荷さばきの管理 
・ 市場施設内の管理 
・ 市場施設の管理 
・ 機械・器具・備品等の管理 
・ 廃棄物の分別・保管の管理 
・ 市場職員・市場利用者の衛生健康管理 
・ 教育・研修の管理 

さらに、焼津漁港では、市場関係者や地元関係者、行政で構成する「焼津漁港高度衛生管理検

討協議会」を平成 26年度に２回、平成 27年度に１回開催、「焼津漁港高度衛生管理検討ワーキン

グ」を平成 26 年度に３回開催して、焼津漁港衛生管理基本計画策定に向けて、漁港・市場関係者

の意見集約・調整を行ってきた。 

今後、荷さばき所の施設（ハード）整備と合わせ、高度な衛生管理体制を実現するため、前述

の「地方卸売市場 焼津魚市場における物品の品質管理の方法」を基に、衛生管理作業マニュア

ル・チェックリストの作成、衛生管理の責任者・役割分担、衛生状態の記録とその保持ができる

ように体制を構築する。 

今後、管理すべきものとして検討を行う事項は以下の通りである。 

・施設の管理に関する事項 

・人の管理に関する事項 

・車の管理に関する事項 
・有害動物等の管理に関する事項 
・水の管理に関する事項 
・排水の管理に関する事項 
・容器等の管理に関する事項 
・魚介類の管理に関する事項 
・廃棄物の管理に関する事項 
・手洗い場・トイレに関する事項 
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４ 水産物流通機能高度化対策を推進するための施設整備計画の内容 

該当する事業名 事業主体 施設名 計画数量 実施予定年度 備考 

水産物供給基盤 

整備事業 

静岡県 －9.0ｍ西岸壁（改良） 104ｍ Ｈ27～H29 
耐震化 

増深化 

焼津漁業 

協同組合 

荷さばき所（第５・６バー

ス） 
１式 Ｈ27～Ｈ28 

付帯設備 

含む 

その他 
焼津漁業 

協同組合 
冷蔵庫 1式 Ｈ29  

◆施設の設計に当たっては、地震発生後も安定的な陸揚げ、荷さばきを可能とするよう、所要の耐震

設計を施すこととする。 
◆施設規模について、現状の水揚量が今後も安定的に維持されることを前提に、高度な衛生管理に必

要となる規模を算定する。 
◆荷さばき所の整備に当たっては、荷さばき所及び陸揚げ岸壁への人の入場の際の洗浄施設（長靴洗

浄槽、手洗い施設）、トラックスケールを導入する。 

 
事業スケジュール 

 H25 H26 H27 H28 H29 備考 

－9.0m 西岸壁（改良） L=104m      耐震・増深化 

荷さばき所（第５・６バース）N=1

式 
     付帯設備含む 

冷蔵庫       

                               ：調査、設計 
                               ：工事 

５ 高度衛生管理の推進により見込まれる効果 

世界的に漁船の大型化による海外まき網漁業の効率化が進む中、焼津地域の背後には節加工を

中心とした水産加工業と関連産業を控えており、より安価な漁獲物を安定的に供給することが求

められている。本計画に基づく施設整備により今後も引続き、大型海外まき網漁船の陸揚港とし

ての選択・誘致が期待され、力強い産地づくりの推進と国際競争力の強化につながる。また、高

度衛生管理による品質向上により、焼津漁港のカツオのブランド価値の向上等が図られ、水産加

工業の活性化も期待される。 
（見込まれる効果） 
・大型船の入港・陸揚による水揚量の増加 
・衛生管理型施設整備に伴う魚価安定効果（魚価下落防止効果） 
・焼津ブランドの価値向上 
・地域産業の活性化 
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６ 基本計画の着実な推進に係る事項 

＜地域計画と本計画の整合性＞ 

・静岡県では「静岡県経済産業ビジョン（水産業編）」を平成 26年３月に策定しており、本ビジ

ョンの「（４）漁業を支える基盤整備」の「①漁港整備による力強い産地づくり」で、「水産物

流通の拠点となる漁港の高度衛生化の推進」や「漁船の大型化に対応した大水深岸壁の整

備」、「地震による災害発生時における水産物流通機能の維持を図るための耐震強化岸壁の整備

の推進」を掲げており、第５バースの耐震岸壁との一体的整備による第５バース荷さばき施設

の整備はビジョンに沿った施設整備となる。 

＜地元関係部局との調整状態＞ 

・財政措置の見通しについては、－９ｍ西岸壁工事は計画通り平成 29年度まで実施する予定で

ある。第５バース荷さばき所については、焼津漁協が事業主体となるが、焼津漁協の財務状態

は健全であることから、事業実施に問題はない。 

・地元、関係部局等との調整状況については、静岡県交通基盤部が岸壁の増深工事を所管し、静

岡県経済産業部が水産物荷さばき施設の整備の事務を担当している。いずれも、焼津市及び焼

津漁協と連絡調整を行っている。 

＜施設の管理・運営体制＞ 

・施設の管理・運営体制等については、焼津漁協、小川漁協、焼津鰹節水産加工業協同組合、焼

津市及び静岡県による連絡、協力体制をもって地域全体の衛生管理の推進にあたっている。こ

れまでに整備した施設の管理・運営は、施設毎に事業主体が施設管理運営規定を定め、適正に

管理運営を行っている。施設整備により、水揚げ、荷さばき、冷蔵保管、流通の各段階におい

て、当地域内では水産物が衛生的に取扱われるようになり、関係者の衛生管理に対する意識向

上にもつながった。 

・－9.0ｍ岸壁については、静岡県（焼津漁港管理事務所）が管理し、水産物荷さばき施設につ

いては、事業主体の焼津漁協が施設管理運営規定を定め、管理・運営を行う。 

・市場関係者や地元関係者、行政で構成する「焼津漁港高度衛生管理検討協議会」を平成 26年

度に２回、平成 27年度に１回開催、「焼津漁港高度衛生管理検討ワーキング」を平成 26年度

に３回開催して、焼津漁港衛生管理基本計画策定に向けて、漁港・市場関係者の意見集約・調

整を行なってきた。 
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７ その他の特記事項（特記事項、参考となる資料等） 

１）外港第５バース整備位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

－9.0m 西岸壁（改
良） 

 

第 6バース荷さばき所 
N=1式 

第 5バース荷さばき所 
N=1式 
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２）外港第５バース荷さばき所、第６バース荷さばき所の利用状況図（現況） 
【第５バース荷さばき所】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【第６バース荷さばき所】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【問題点】 
・荷さばき所内の床が戸外と区別されていない（塵や土埃等の混入のおそれ） 
・車両が自由に進入できる（排気ガスの影響やタイヤに付着した異物の混入のお

それ） 
・人が自由に進入できる（長靴に付着した異物混入のおそれ） 
・鳥の進入（鳥糞の付着による汚染のおそれ） 

 

【問題点】 
・鳥の進入（鳥糞の付着による汚染のおそれ） 
・木製の受け台（木材の切りくず等の混入のおそれ） 
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３）計画平面図及びイメージ図 
  ・断面イメージ図（第５バース荷さばき所） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策［施設］：防鳥施設、腰壁、高床式 
              長靴洗浄槽・手洗い施設、トイレ、休憩室 
 ※赤着色が整備個所 
 ※第 6 バースについてはすでに高床、腰壁が整備されているので、本計画では防鳥ネットを整備 
 
 ・平面イメージ図 

【第５バース荷さばき所】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       ※電動フォークリフトは 12 時間連続使用できるものとする。 

  

長靴洗浄槽・手洗い施設 

屋根 

防鳥ネット 

高床 

腰壁 

止まり木対策ワイヤー 

防鳥ネット 
防鳥ネット 
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４）動線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


